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学校教育方針：学力向上と生活力の向上 

 

本校では、お子さんが「自分たちの学びを守り、安全で安心な環境で成長する」という基本的な考

え方のもと、「どうせやるなら全力で」を合言葉に、学力向上と生活力向上に取り組んでまいります。 

 

①荏原五中で一番大切なものは授業 → 教科指導「なぜ、どうしてを大切に」 

学習の基本姿勢 

本校の授業では、単なる知識の詰め込みではなく、お子さん自身が「なぜ必要なのか」「どうして成

り立つのか」を考える力を育成します。 

 

＜授業での工夫＞ 

・学習内容が実生活とどうつながるのかを意識させる。 

・グループワークを通じた友達との対話 

・間違いから学ぶ過程を大切にする。 → 「失敗が許される環境作り」 

・複数の考え方を認め、思考力を引き出す。 

 

②人、物、時間を大切にする → 豊かな心の育成 

＜人を大切にする取り組み＞ 

・協働学習の推進…グループワーク・ペアワークで他者の意見を尊重 

・一人ひとりの個性を認める…得意・不得意に関わらず、その人の価値を認める。 

・思いやり教育…相手の立場を考えた行動・発言を指導 

・生徒の主体性尊重…委員会活動・行事企画への参画機会 

 

＜物を大切にする取り組み＞ 

・教材・教具の適切な管理…使用ルール・保管方法の明確化 

・清掃活動の充実…教室・校舎の清潔さを維持し、物を大事にする心を育む。 

・リサイクル・エコ推進…紙・プラスチックなどの分別・再利用 

・修理・メンテナンス文化…壊れたら捨てるのではなく、直して使う習慣 

 

＜時間を大切にする取り組み＞ 

・授業時間の確保…開始時刻を厳守、充実した学習時間 

・朝礼・朝読書の充実…限られた時間を有効活用 

・移動時間の短縮…整列・移動のスムーズ化 

・提出物期限の厳守…時間意識の育成 
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生活指導について 

本校では、お子さんが安全で健やかに成長するため、以下の三つの重点で指導を行います。 

「命に関わる」、「法律に触れる」、「他人の授業権侵害」 

 

Ⅰ 命に関わること 

＜学校での対応＞ 

・お子さんの心身の健康状態を常に注視します。 

・気になる様子が見られた場合は、早期に保護者の皆様にご連絡します。 

・必要に応じて、専門家や関係機関と連携します。 

 

Ⅱ 法律に触れる行為の防止 

＜学校での指導＞ 

・社会のルールや法律の基本を理解させます。 

・暴力・盗難・器物破損などの違法行為は厳格に指導します。 

・不適切な行為が見られた場合は、事実確認後に対応し、保護者の皆様にご報告します。 

 

Ⅲ 授業環境の整備 

＜学校での取り組み＞ 

・全員がお友達の学習権を尊重する環境づくり 

・授業中のルール（授業不参加、暴言・暴力行為、授業妨害行為など）の指導 

・失敗を認め、学びなおしの機会を大切にする。 

 

 

最後に… 

教員の働き方改革にもご理解、ご協力ください。「教員が休みたいから」ではなく、「どうせやるな

ら全力で」を合言葉に、生徒が活き活きと活動できる学校づくりのためには、教職員がゆとりをも

って、より一層の愛情と情熱をもって生徒たちの教育にあたることが不可欠となります。どうか以

下の点にご協力いただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

 ・早朝や放課後、夜間の急なご来校や対応時間外のお電話は極力お控えください。 

（緊急の場合は除く） 

 ・お電話の際は、事前に話す内容をまとめていただき、短時間の対応にご協力ください。また、職 

員の業務の関係で、時間を区切らせていただくこともあります。何卒、ご理解ください。 

 ・携帯電話やスマートフォンなどのトラブルが増えています。放課後や休日に発生した生徒間での 

SNSトラブル（誹謗中傷、不適切な画像の送受信等）については、まずは、各ご家庭において状況 

の確認とご指導をお願いいたします。またご家庭内でのルール作りを改めてお願いいたします。 

 

令和８年４月 

荏原第五中学校 校長 髙木賢太郎 


